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現冥主 嚢 者 の あ る 日 の 幻 想・ ・ ，ぐ： ヽ •. .

イラク・クウエート・東ヨーロッパ、そして資本主義と社会主義

奥 野 良 之・ 助

(1) 

あ らぬ幻想をいだかぬ人を、ふつう人は現実主義者という。理想なき唯物論者といっ

てもよい。他人からみると、私はどうもそのように見えるらしい。自分ても、まあそんな

ところか、と思っている。でもこれは、私が一切の幻想を拒否しているということてはな

い。それどころか、私は毎日といってよいほど、さまざまな幻想をいだいている。大は、

ノ ーベル賞をもらえるくらいの業績をあげ、やると言わせて拒否をする、といったことか

ら、小は、ミッドウエー海戟のとき南雲忠ー司令官がもうちょっとうまくやっていたら、

というようなことまて、結揖幻想を楽しんでいるのである。

(2) 

1990年8月2日、イラク軍が突然、クウエ ー トに優入し制圧した。満1叩旱変みた

いだな、と私はまず思った。昭和6年(19 3 1年） 9月、日本帝国稜軍が満州（中国東

北部）で戦いを起こし、満州国をつくったのが満州事変てある。以後8本は、昭和1 2年

の日中戦争、1 6年の太平洋戦争と、つづけさまに戦争にのめりこんでいく。私が生まれ

たのは昭和6年8月298、満州事変の開始は9月148だから、昭和2Q年の敗戟まで

の15年間；平和の時期i22週間しかなかった．

それは ：：ともかく、私はまず、、侵略された小国クウエートに同清した。そして、イラク

の独裁者フセインに、ヒトラーや東条英機の姿を重ね合わせた．プッシュもまた、フセイ
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それまでの52年間は歩いていたのだから、まだ車に乗るより歩く方がうまいはず＜ある．

イラン革命が8本の右油文明を崩壊させる期待をもつことと 、現在車に乗づで走りま

わっていることとは、だ から、完全に両立するのである。

(4). 

かくしてイラン革命は、先進資本主精国 のみならず社会主義大国をも、大
・

いにあわて

させた。そして、・イランのとなりのぐこれもまた王制を打倒して共和国になっていたイラ
・

クに、競って武器を与え、イラン攻撃をけし かけた。フセイン芥頭領はこの時、まんまと

その手に乗せられ、フランス、 イギリス、ソ連などの最新兵器でイランに攻めこ・
9

んだ。イ

ラン・イラク軟争のはじまりである。

軍事的：こは劣努七ぁつたイランは善戟し、 一時は逆にイラク領まで攻めこんだことさ

えある。窮地に立ったフセインは雲ガスまで使用した。私はこの時大い•1ごイランを応援し

だ。といつても、義勇兵になるつもりなど毛頭なく、カンパひとつしなかったのだから 、

威張るわけにはい かない。干夜一夜物語はかつて愛読・したことはあづたが、ヴ'.,＃ヲーの神

．とはつきあ いはなく、テレピて見た限りだが、ホメイニ師とも
．”

お近づきにはなりたくない。

ても私は、 イランを応援し、帝国主義の走駆となり果てたフセイー：ンを経べつじだのてあっ

た。

私が今回の優略に、イラクを批判しクウエートに同清した理由は、わかっでいただけ

たと思う。―

(5). 

化学科のS先生は、私の尊敬おくあたわざる方である。．彼は、ある時、． 「教授と助教

授がケンカしたら、理由の如何を問わず、助教授の味方をする」と私に言った。そして常

に そ れを実行した。私も冥は、そうあ りたいと思らてはいるのだがく 「理由の如何を問わ

ず」という心境にまではなかなかなれない。世の中；こは、少しはましな教授もいれば、ど

うしようもない助教授もいるからである． このS先生が助教授から教授iこ昇格した・・ 「先

生、例の原則、教授になっても変えまへんか」 「いや、実はそれで函ってるんやJ

罐寧的：こいえば、助教授よ り教授の方が悪いことは確かてある ． 人間は社会的地位を
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ところが、ものの1週間もたたぬうち に、これは何だかおかしいぞ、と思いはじめた。

ァJリカがサウジアラピアヘ大軍を送りはじめたからてある。アメリカが肩入れする国に

ロクなところはない。

敗戟後、私たちの世代は、それまでの天皇湮下万歳に代わって·ヽ、チョコレートやチュ

ウインガム付のアメリカ民主主義なるものをもらつた。当時小学生だった？女史は何の疑

いもなく正しいものとして受けと ったそうだが、そしてそのまま成長しいまだに民主主義

の牢し子のような正しいことを言うので時々迷惑しているが、遥当時中学生になっていた私

は、この民主主義なるものも疑いの目てみていた。毎8毎日「鬼畜米英（アメリカ人とイ

ギリス人は鬼か畜生だ、ということで す）をやっつけろ」と言っていた中学校の先生が、

一夜あげると同じ0から「アメリカ民主主軽万歳」とのたまうのだから、疑う． ．なという方

が無理というものである。
．

 

そこで私たちば、 それが果して良いものか悪いものかためしてみることにした、。 ！ まず

手はじめに、生徒大会を開いて、蝦時中私たちをいじめぬ いた軍国主義校長の追放を決議

した。する と、半年もたたぬうちに校長が交代した。これはなかなかいけそうだ、という

わけで、 アル中気味で何を言ってるのかわからない数学の先生の授業の前に、 「数学の授

業を受けるか、ソフトボールをやるか」という投票をして、当然の結果として纂回ソフト

ポールをやった。 「多数決にしたがうのが民主主義だ」と、数学を勉強、したい者まで強制

的：こ授業をポイコットさせたのはいうまでもない。私がいまにいたるまて．、数学のわから

ん生想学者としてしばしば糾弾されるのは、ここに原因がある。でも、数学よりソフト示

ールの方が面白かったし、私には合っていたと今ても患っている．も っとも、車に乗りは．

じめてから足謄が弱り、 かつてのように1試合で1勝1敗という怪拳はできなくなった。

人数が足りなかったので両軍の投手をひきうけ、初めからしまいまて投げつづけたのであ

る。

味をしめた私たちは、新しくきた校長から「校長最終決定襦」をとり上げるぺく、ま

たもや主徒大会を開いた。自治会の決定に対する校長の拒否権が「校長最終決定権」：てあ

る．大会で決議し校長に過 ．告したら、その校長は嵐身生徒大会へ乗りこんて e て、．．それが

なせ必要かをじ•ゥんじつんこんこんと説きはじめ、遂に全員説得されて決議．を微回した。

民主主義とは多数決だけてはないということを知ったのは、この時てある．—-ただし、数学
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とソフトポールは蟻綸抜きの多数決をその後もつづけた。謙論すれば 数学が勝らそうだ

ったからである。

ついでにいうと、この校長は、このころ廃止された18制大阪高等学校の教授だった人

である。私たちのために、カリキュラム外で「西洋政治思想史」なる讀義を開頂した。私

が名前も知らなかったホップスやロックやルソーなる人物が現われて、思想なるものが社

会と関連しつつ時代を動かしていくといった話である。歴史と称して、忠臣楠木正成と逆

族足利尊氏の話しか聞かされていなかった私は、歴史とはこんな面ヨいものだったか、と思

った。それなら歴史学でもやれば よかったのに 、どういうわけか生態学をやってしまい、

生態学には数学よりも歴史観が必妻tこなどと主張していやがられている。

さて、このようにいろいろと検討を加えた後、なるほど民主主義なるものは使い方に

’よってはなかなか良いものだ、と思いはじめたが、まさにそのころ、．かんじんの輸出元の

アメリカがおかしくなってきた。8本に基地をおき、再軍備を強要し、新中国と事を かま

ぇ、朝鮮戦争に介入した。どうもおかしい。民主主義は良いのだが、アメリカは良くない。

この思いは、ベトナム戟争て決定的となった。アメI)力が味方する国は、だいたいにおい

てロクな国てはない。その上、 何かというとすぐ巨大な原子力空母をおくって、力ておど

かす。

今回、アメリカが大軍を派遺して守りに行ったサウジアラピアもまた、悪名高い国の

1つである。ごくわずかの王棟一族が石油収入のすべてをとりこみ、この世ならね豪畢な

生活をしている一方で、民衆の多くははだして歩いているというお国柄である。この間、

本職の生想学理論を構築するために（？）ある本を読んでいたら、世界でいちばん長く奴

隷Jを維持していた国が他ならぬサウジアラピアで、廃止されたのは何と1962年、今

からたった 30 年前だと書いてあって、びっくりした。 （うそだと思う人は次の本を読む

こと。リュフィエ・河辺俊雄他訳「生物学から文化ヘ・3」みすず書房。P. 57 3)アメ

リカがもし真の民主国家であれば、とても守ってやるべ釦国だとは思えない。

てはアメリカは何を守りに行ったのか？ いわずと知れた中東の巨大な石油資源で

ある。アメリカに住むイラク人がプ、・ソシュ大頭領と合い、「なせアメリカは、王制のサウ

ジを助；ナ共和制のイラクを攻めるの か」と聞いたら、 さすがのプッシュもぐっとつまった

というニュー スを見た。石油墳益を守るためだとは、ちょっと言いに くかったのだろう。

「アラプ」の論哩をふりかざすフセインに対し、プッシュは「アブラ」の論理で対抗し

ているという記事もあったが、言いえて妙というところか。
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今回、とりあえずアメリカが守りに行ったのはサウジアラビアだが、イラクがそこま

て出てこないと、次はクウエート解放こそアメリカの使命てあるとエスカレ ー t-した :,-ア

メリヵが応援する国にロクな国はないという原則をあてはめると、クウエートもまた、ま

とも な国てはないのかも知れない。

ずいぶん昔の話だが、私が学位綸文を書いた時、ある先生にその内容を説明したこと． ．． ．＿．→ぐ

がある。もともと私はその先生と意見を累にしていて、よく議論していた。そミて｀． 説明

を終った時、いろいろと注文をつけられるだろうと覚湧していた、いや、正直にし‘うと、

手ぐすねひいていたの だが、その先生は、9 .fボクも君と同；じ意見だ」と同意されてしまっ

'たのてある。私は一瞬、オレはどこかて間違っ上にちがいない、と思った。クウエー•
•
卜へ

の同情も、どうやら間違っていたらしいeぐ

そういえば、イラク優入時のクウエートについて、当初から気になったことがあった。

それは、イラク軍に対するクウエート軍の狐抗がほとんどなかったことてある。軍隊なる

ものはおおむね、遠くへ攻めていった時には弱く、．． 自国へ攻めこまれた時は強い•ものてあ

る。世界最強をほこるアメリカ軍がベトナムで敗れたのは、おせっかいにも太平洋を越え

遠捻はるばる攻めていったからであって、アメリカ軍が本来弱かったせいてはない．℃逆iこ

ペトナム軍がアメリカに攻めこんだらヽ•あっとい；うeiに繊滅されたにちがいない。攻めこ

まれてたちまち緯参するのは、国 民の多くが「••こんな国、早くつぶれてしまった方が良い」

と思っている場合である。

あっ気なく占領されたのは、圧倒的な大軍に不意を打たれたからだ、としよう ． それ

ても、 占韻下で起こるぺきはずのレジスクンスが、クウエー トではほとんど起こっていな

いのは、どう説明するのか。時祈それらしいニュ ースも 出るが、何かむりやりつくったよ

• ·"'.うな記事ばがりてである。

,••：ゞ疇•'もっ9,•とも、この点に関しては、払たちは大きなことはいえない。アメリカに占9員され

．：・・た時、レジスクンスはおろか、 「ギブ・ミー・チョユレート」ですませてしまったからで

•••おる。当時中学生だっ｀た私ヽょ、そんなハシクないまねはしなかった。ても、 ・「間接的」に

手に入れたハゴシーのチョコレートはうまかった。私の中で、チョコレ ー トの味と民主主

義とはわかち譜く結びついているのてある ． 独裁会長などやり出したのは、齢をとってあ

、• •••まりチョコビートを食ぺなくなったていかも知れないら
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いるなことをよQ知っ ，ている。何も知らぬ生物学科の学生とは大ちがいである。それてs

彼がくると私は、．世界惰勢に関する意見を交換し、世界が今後どうなっていくかを予洪Jす

るのが常であった。湾津でアメリカが地上較にふみきるかどうか、とか、 イラクがどの＜

竺‘祗抗するか、とか。（アメリカは 90 ％の確率で地上戟はやらない、．というのが 2 人

の結論てしたが、その翌 a、アメリカ軍はクウエ ー トに優入しました 遺集局i主｝

彼は、東独のホーネッカ ー島長が大きらいで、そこまて言わんてもええの：こと思、
；う」ぇ＇ 

ー・

ど悪0を言っていた。そのホー ネッカー体制があれよあれよといううちに簡れ去．
：
り．

i
、-東ヨ

ーロッパが激動してペルリンの壁があっ気なく開いた時、手を打って喜ぷかと患った彼が

あせんとして、 「こんなことがあってええんかい」とつぷやいたのには、私の方があ＃ん

とした。 1970 年前後に生まれた今の学生は、彼ほどの関心と知識があっても、社会が

・一瞬にして変るなどということは信じられなかったらしい。 「話には閏いていたけれど

私が聞かせていたのだが 社会って本当に変るもんなのてすね」と、目を丸くした学

主もいた。 ヽ

もっとも、私が期待し学生にも閏かせていた社会の変化とは、資本主義体制の崩壊で

あって社会主軽社会の崩墳ではなかった。こと志とちがってサカサマになってしま．ったが、

とにかく社会なるもの は常に変動するものだということがわ かっただけでもよし‘ c ！レー·了

・ニアのチャウセスクなどやってることはフィリービンのマルコス以上だから、 やはり崩壊し

た方がよい。

—,·.こうして世の繊者どもは、社会主義の没落、資本主霰の湯利の大合嗜をはじめた 3 本

来利己的な遺伝子の生存競争によって生物は進化してきたのだから、その末端につらなる

その人間の本性を圧さえつけるような社会体制:2長続人間、の遺伝子もまた利己的であり、

きしない。資本主義的競争社会こそ人間•7)本性にいちばんびったりした社会体制だ、

張している社会生物学者ウイルソンなどは、にんまりしていることだろう。

と主

私と、経済学部の学主．u君とは 、しかし、現代資本主義社会の微に入り細をうがった

検討を試みた結果、これもまた長続きせず、そのうち崩壌するにちがいない、という結綸

に違した。

·「そろそろ株が暴溶して恐流が起こってもええのに、なかなか起こり2ぜんね．J汽
·:

「ホ ー ネッカ ー だってあっという間にああなったんやから、そのうちガクガタっとく

るよ」．

私は、溝tl•I事変以来の 1 5 年戦争▲戟後の混乱、高度成長から世界一の成金田ま、て｀

•.. 1 093 





か 2 割が、 8 割の貧乏の上に繁栄している、というのが世界の現状となる。8本に貧乏人

がいなくなっても、8本の資本主義がつぶれないのはそのためにちがいない。

といって、目の前に貧乏人がいないと、競争社会 はうまく回っていかない。たまたま

読んていた本の中に、こんな言葉があった 3 「 社会という ものは財産の不平等がないと成

立することはできないし、財産の不平等は宗教がなければ成立しない。 ・・・私は宗教の

なかにキリスト降謀の奇蹟は認めないが、社会秩序という奇蹟をみとめる」 1799年、

第1執政となって権力を掌渥したナポレオンが、教会を利弔するため：こ述ぺた言葉tことい

う。 （井上幸治著「ナポレオン」岩波新書）その数年前、イギリスの経済学者マルサスは

こう書いた。 「個々の人々に対して 一 々そうじ向i9ることはむずかしいことてはあるが、

独立のてきない貧民という ものは、恥ずがtめておくのがいい。人類全体の幸糧を増進す

．るためには、こういう刺激は絶対に必要である。 （高野・大内訳「初版・人ロ1)原理」岩

・波文庫）

8本生物学会本部に集う、U君をはじめとする何人かの落ちこぼれ学生に、 「だから

君たちは、まじめな学生の勉学意欲を菜1J;'ttして、人頷全体の幸播を増進したことになるん

ゃて。•もーと自信を持ったらどうや」と言って閏かせたことがある。その’ 1人は、いやな

顔をして、 「それだけ はしたくない」とつぷやいた。｛彼はこの響、ある会社に就職して

たくましくかせいています。もっとも、いつまでもつことやら 一 編集局注｝

(1 0) 

ところて、戟争：こ負：ナた8本は、それまでの生き方を深く反省して、もう軟争はしと

せんという憲法をつくった。この憲法はアメリカがおしつけ たもので、8本国民の創意に

もとづくものではないという意見が、蓄もあったが、最近とくに声高に主張されている。

たしか：こ、当時8本の政府・支配者層は、戟争放棄の第9条に相当旭抗したらしい。ても

私も含めて当時の庶民はみんな、至極当然のこととして、戟争放棄を受け入れた。食う も

のも食
‘

わず、血を流し、命まて捨てて蔽っだのに、その戟いが人類のためではなく、8本

· 
・

切柁らでさえなく、 一部の財閥とそれに手を組んだ軍人のためであったことを知ったのだ

から、そんな戟争はもうごめんだ、というのが庶民のいつわらざる気持だったのてある ．

もらいものても、押充りされたものでも、なかみがよければそれでよい．

もうひとつ、・アメリカに押しつけられた制度で、・きわめて褒いものがあった． それは
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シャウプなるアメリカの学者が8本にやってきて、政財界の反対を押しきり．．、確立した税

..令制てある。これには、先進・資本主毅国ては考えられないほどの累進謀税が含まれていた。

所得税の最高税率が何と 75％というのだから、相当なものである。 1 億円の年俸を獲得

した5青原選手は、たった2500万円しか手にて きない。同時に実施された財四解体と晨

地解放とは．、日本から金持と大地主を， 一掃した 3 そして彼らがまた大金持になることを、

この税制は阻止してきたのてある。

こうして戦後の8本は、世界て最も貧富の差の少ない国として発展してきた。松下幸

之助といえども、その家はヽ私は見たことはないが、とても豪邸．とはいえないようなもの

だそうである。・ （こもかかわらず、なぜ8本がすさまじいばかりの経済発展をとげたのか？

これは世界史的ななぞであるらぃい。ひところ、猛烈社員というのが流行った。わずかな

超動料がはいるだけて大したもうけにもならんのiこ、会社のために身を粉にして働く社員

のことである。その中心1ょ、私と同じ昭租ヒト・ケク世代てあるらしい。お国のために、と

すりこまれたのに、そのお国がなくなり、仕様がないから国を会社にのりかえて、会社に

忠動をはげんだ哀れな世代だ、とい｝評論を紐んだ．ことがあるが、これ！よ見方があまりに

も浅すぎる。前に書いたように、私たちの世代は若いころ、価値観がひっくり返され、信

ずるものは自己の能力rこIt(．；なった。． 仕事て自二？能力を確かめるIこば、猛烈社員になら

ざるをえないのてある。それは結果として会社をもうけさせ、8本を成金国家（こしてしま

ったが、決してそのために働いたのではない。自分のために働いてきたのてある。信じる

者はいないかも知れないが、そして償じてもらわなくてもかまわないが、私だって自分の

ためには大いに働いてきたのである9.. i:'‘. •.

もっとも、私たちを大いに働かせた資本家や経営者もまた、もうけの大半を所得税や

法人税てもっていかれるにもかかわらず、ょ
．
＜働きよくもうけた。その原動力！“何であっ

たか、私はしたことがないのてわからない。・法的には 75％だが、実際にはもっと低率て

すむ何らか の方法があったのだろう。

しかし、高度成長を満喫しながら成長してきた若者が労働者になってくると、
．

そう は

いかなくなる。彼らは、私たちのように自己の能力てばなく、金そのものに価｛直観をおく。

，りことわってお．くが、これはヽ．それがいかんと言？てし沼．のてはなし‘？私だって今生まれて

いたらそうな．？．ていただる•う？少々 ，．？らやまし．＜忌わないてもない。ただそうなると、小
• IV 、

へ さいときから熟通いし、必死て勉強して東太へはいり．` •高級官僚．や大会社，の立役になった
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··忠．オレは自分の能力を最大隈発輝して溝足だというわけにはいかない。それに見合うだ

けの「金」を手にしなければ溝足てきなくなっている。

アインシュクインが変な原理をつくってから自然も人間社会もすべて相対的だとい

うことになった。アメリカの黒人の年収はアフリカの黒人の年収より、はるかに高いはず

である。しかし、どちらが幸播かといえば、飢えているアフリカ人を除くと、アフリカの

黒人の方がはるかに幸せと言えるのではないか。人間の幸わせ、満足感は、だからく金の

絶対頼9こよってきまるのてはなく、相対顎によってきまるのである。

もし、子供のときから遊ぷこともなく勉強し、社会の上層：こ出世した人の年収が、旱

いうちに落ちこぼれ、暴走族やプークローを経て現場労働者となった人の年収と大してち

がわなかっ．たら、だれが面ヨくもない受験勉強などするだろうか ．

日本経斉もいよいよ、貧乏人を必要とする段階にはいったようである。目に見える金

持と目に見える貧乏人がいなければ、猛烈社員はいなくなり、経済成長は落ちていかざる
• ! ` / · _ · ． 区・や

をえない。このことを、いちばん強く感じているのは、ほかならぬ財界のえらい人たちで

”。そこで、 1· 0数年前から、着々と手は打たれてきた；
、

表面化したのは、アメリカの
·�..'; ;, ·:.,手．．．

レーガン大統領、イギリスの・サッチャー首相と手を組んだ、中讐根首相の蒔代である。国

秩の民営化で、言うことをきかぬ奴は貧乏にするぞという政策を露骨に押し進めた っ マル
•じ＼

．

�: :.. 
優廃止もその 一貫である。それまで無税であ ったマル優1員金（総額 900万円まて）の利

子に 20％の税金がかかるこ．とになった。この峙、大金をもった ことのない庶民の気づか

ぬうちに、金持侵遇をやっている。それまで、 900万円以上の預金には 35％の利子課

税がかかっていた。それを一律20％にひき下げたのである。ばく大な預金をもつ金持に
. i) f 

とって、この刊子の 1 5％はこたえられまい。庶民はこの恩恵に浴すことはなく、•Z)劣

のとられ揖となっただけであった。
｀ダ

、し．． ，·.．
．： ＜．筏‘・：r.qせ界に誇るべきアメリカからのもらいもの、ジャウプ税甜J6骨抜きにされつ

ぶ・.:_.

つある。最高税率は 75 ％から so ％に引き下げられた.. ；青原ばこれて 2500万円もう

けたことになる。法人税写も引き下げられたが、関係ないから数字は知らない。まあ、最

高税率だって関係はないのだが． そして、このように金持の滋税を気前よくやっていくと

必然的（こ歳入が減るごとになる． そこでどうするか。金持にも貧乏人にも公乎一律にかか

る、悪名高 e 消費税というわけである．
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·- _.:.-貧富の差を増大し、目に見える貧乏人をつ．＜，しつで．恥ポかしめ、再び猛烈社●を増やそ

うという計画：ょ着々と進行しつつあり、そのうち成功するかも知れない。しかし、そんな

ことしたって資本主穣は長くない。

国民総生産、略して Gfi.Pという指標がある。•その1年に国民がどれだけ生産したか

を示す数字である。大学は学生に「付加置直」をつけると い．：う形て「生産」を行なってい

るところだが、 たいていマイナスの付加価値をもらって卒業していく． 。本当は、だから、

教官の給科分は GNP から弓iいておくべきなのだが、どういうわけかこれも加えること

になっている。それはともかくとして、ON Pはその国の経済発隈を示す指標なのである。

さて、高度成長期の我が国における ON.P は、前年比1 0％を越えるほどだった。

安定成長といわれる現在でも、4~5％は成長しているらしい。このまま成長し`•ていけば

どうなるか、ちょっと計算してみよう0

超安定成長として、成長率 ．を 2. 1 ％にとってみよう。すると、:
•G N _Pは33年で倍増

する。66年で4倍、·99年後には8倍となる。•いま、8本の土地を皆売れば、アメリカ

が 4 つ買えるらしい。 1 0 0 年たつとアメリカが3 2も買えてしまうことになるてはない

か。

• この計算は、私がやったものてはない。197.0年に公害問題が表面化したとき、生

態学者はその根本原因が世界の人0増にあると大合喝した。そして、生態学者吉良籠夫が

人口＜車び率 2. 1 彩で計算すると33�で倍増する、：人類滅亡だ、とま ．では言わなかった

が、その危機を大いにあおったのてあった．。ても当時、同じ計算 を•GNPについてやった

生惣学者はいなかった。10劣で計算すると、わずか9年て倍増する。まさに「G._.NP爆

発」である。 '•9 . 

人口爆発に対する生惹学者の処方せんは、湮児制隈であった。それも、先進国の増加

率は低いから、どんどん人口を増やしている開発途上国に薩児制隈を押しつけようという

ものであった"GNP爆発にも同じ方式を適用℃ると、こ 、れを防ぐにはGNP．制限以外に

道はない。そして、GNPをますま．す増やしでいる先進国に押しつ：すなければならない。

2％でも高すぎる。 0 もしくはマイナスにしなければなら．、ない。ふ•そして、これこそエコロ

ジー運動をひきおこした生想学者が、，大しさに主張すぺきことであった。なせやらなかった

のか？
‘
．

 

.
成長のない資本主義経済はありえないからである。開発途上国：れ現在、成長率が0も

しくはマイナスとなり、多額の（昔金｛むかかえ、すさまじいインフレにおそわれ、生産は
，

ま
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がし、ないからである。こうした人たちをふみつけて□資本主棧はまた少し生命を長らえる

ことだろう。

こういうことを書いていると、会長は共産党ではないがと思う人がい
＇

るかも知れない。

私の師匠であった故徳田名誉助教授は、 「ワシが共産党とちゃうことを知っでるの：ょ、ワ

シと共産党だけや」と言って笑っていたことがある。私の場合はもっとひどい一・共産党の

一部の人は、私を革マルだと考えているら・しい。たしかに、資本主義はきらいで社会主義

の方が良いとは思ってはいるが、好きだとはちょっといいにくい。

戟後間もなく、8本の小説家が1可人かが井上靖を団長として、社会主軽新中国を訪

れたことがある。もちろん国交回復前だから、香港を通じて出入•国した。中国各地を見学

し、建国間もない若々しい人民の息吹きにふれて、彼らは結構感激したらしい。ところが

その帰りに香港へ着いた時、彼らはすぐに、ぅず暗い、ゆったりしたソファーのある、ど

ことなく退廃的な、西改的喫茶店へかけこみ、コーヒ ーを飲んてほっと落ち着しヽたという。

井上靖が何かに書いていたこの話を読んで、当時学生で日本の社会主義革命を夢見て学

生運動をやっていたにもかがわらず、 「オレしそう思うやろな」
．

と共感したことを、どう

いうわけかよく覚えている。

·金沢へ来たとき、ああ、こぅぃぅ人こそ学者というのだな、と感じ、以後ずっと尊敬

している、経済学の1先生が、試験に「毛沢東万歳」と書けば単位をくれるという評判の

あった中国史の先生に、私を紹介してくれた。 「この先生は生物学の先生なのに中国の古

典：こ通じているんですよ」まんまとだまされたその先生は、私が紹介してやるからせひー

度中国へ行ってこい、という。私がしぶると、何故行かないのだとしつこい•6i)-「し、やあ、

中国には喫茶店がないですからねえ」 ．たのがまずかった。先生遂に怒り出して、

「それは偏見だ！ 喫茶店は中国からばじまった ものだ。いまでもたくさんある！」この

上、西欧風遇廃的嗅茶店の話でもしようものならどうなるかわからない。私は「スミマセ

ン」といって逃げ出した。それ以後一度も会っていない。

頭は社会主義化していても、資本主義社会にどっぶり浸ってきた身体の方は、少々の

ことてはいうことをきかない。いますぐ中国へほうりこまれたら、とてもじゃないがやっ

ていけないだろう。私の身のまわりにいる人で、中国でも楽しくやっていけそうなのは、

P女氏ただ1人である。

我が師正故徳田先生は、よく「おい、臭野君、旱いとこ革命やってくれよ
・

。君らは先
'. :- ·,; ..  ·•'•·.'.- :. :. ·1:· ·... ''... ..,:�ー"· �:. · , 
が長いけど、ワシらは皐うせんと間に合わんからな」

＇

と言っていた。‘私もいまや先生の年
3
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になってしまったが、私！よそんなことを学生には言わない。「1糞ら、あと 1 0 年1ゑどこ〇

景気が持ってくれたらええんや。君ら先が長いから大変やて」

(1 3) 

革命といえば、フランス革命のスロ ー ガン は「自由」 「平等」 「博愛」であった� 6

0 歳にもなって博愛などというの；よ気持が悪い。薄愛ならまだ似合っていそうだが。そこ

てこれはのけておいて、自由と平等について考えてみることにしよう。

自主と平等なる理念は、近代になって人類がやっとたどりついた理想てある．この 2

つ を擁1量するものは善、弾圧するものは悪とされる。私は「良」．之助．令こから当然前者の立

場に立つ。もっとも、私が金沢大学へきた時、中）II善之助という学長がいて、悪いことば

かりしていた。人は、だから、名前だItから半肪↑してはいけない。私の妻君は登志子とい

うが、登る志など持ってやし ない。本人もそれを自覚していて、時に外志子とまちがえら

れた時は、この方が似合っていると訂正しないてすましている。．私の友人に小林直正とい

う人がいで＼常·;j:'· f'.iE直の反対だから1農は不正直なのだー」と自認l:,"7-"(いた；ふっ：う友人た

る
・ー

もの丘、 「いやそうじゃがヽ．．ょ」と否定してやるのが友情というものだが、私たちはな

るほどそうやなと肯定するものだから、｀遂に彼も言わなくなった。その波が、 1970 年

の 公害問題のとき、・ホ質悪化をウニの発生の奇形化率で測定するという画期的な手法を発

明し、 一時公害公害とさけびつづ：tた学者がのきなみ手を引いていくなかで、しつこく霰

害者の9員みに応じて、水質悪化の測定をつづ：ナた3 ・破はや はり「正直」だったのであ る 。

それはさておき、自由も平等も、ま ことに立派なことなのだが、さてこれを両方立て

ようと思うと、これが翡しい。生まれたての赤ン坊ならおよそ似たようなものだが、段タ

育っていくにつれて、人間は1人々々みんなちがってくる。抜け目のない奴もいればおっ·

とりのんびりした者もいる。大きいのも小さいのも、太ったのもやせたのも、気の強いの

i．し•も気のぅ恥のも、実に様々である。背の高い者が有利であ るような社会では、個人 の自由

を尊重すればするほど、背の高い者はえらくなり、背の低い者は下積みとなる。今の日本

は、先生のいうことを素直にきいて何の疑いもなく覚えこむ人が有利となる．｀何ても疑い

.,' 常にさからう奴iふたいてい澪ちこぼれる。何らかの価値基準が決まっている社会、そし

て何の価｛直基準もないような社会など存在しないのだが：そんな社会て自由を全面的に認

，，，ると、ほぼ必然的に平等はなくなっていく ． 逆に、あくまで平等を大切Iこすれば、能力

1 1 0 1 





賛iこよってまかなわれる。 これが この 20 年くらい、ほとんど増えていないのてある ． —

方、・別わくの科学研究費の方はどんどん増えていく。この科研費をもらわなければ、金の

かかる研究はてきないといiのが現状である。

では、この校費と科研費はど こがちがうか？ 校費の方はだまっていても毎年くるが、

科研費の方は、こんな役に立つ研究をしますと申請しなければ＜れない。いや申讀しても

審査の造果合洛しなければ当らない。最近の調ぺによる と、この 5 年間に全く当らなかっ

た人が 33%、 1 回しか当らなかった人が 53％だそうである。 80 ％以上の研究者が、一

めったに当っていないのである。

こうなる と、どんな研究をすれば当りそうかに関心が集まり、自分の研究をそれに合

わせていくことにならざるをえない。審査の仕方ひとつて、・政府！が研究の方向を誘導でき

．るわけてある。

ヒキガエJしの論文をまとめたとき、久しぷりに「8本生態学会誌」 (8本生物学会誌

ではない）．の投稿規定を読んだ。すると、 「科研費を使用したとき はその旨明記すること」

という一項があった s 私は、8本生態学会ができ たとき、学生としてこれに大いに協力し

以後、時々会費を滞納して除名されかけたことはあるが、 一貫して会員てあり続けている ．

いつの間にこんな下品なものがぱいったのだろうと腹を立て、 「この研究は科研費を受け

ずに行なった」と一行入れたJ 生物学会とちがって生態学会には、投稿にいち・ゃ
＇

もんをつ

けるレフエリーなるものが いる。私の一行はレフエリーによって削除を命じられるであろ

う。と思って安心して書いたのだが、こと志とちが ってレフエリーは、読み落したのか注

文つけたらあとがうるさいと患ったのか定かではないが、一言半句文句をつけてこなかっ

た .. レフエリーの審査を通ったのちに、著者の一存で原稿を変える ことは禁じられている。

こうしてこの 一行は、遂（こ印刷公表されてしまった .. すべてレフエリーの責任てある。ち

なみにいうと、これを読んだ研究者の反応は、かんかんに怒る人と、にやりと笑う人の両

四（こ分かれたようである。どちらが多かったかは調べていないわてわからない。

科学者というのは今や、国や社会に死活的な影響を与えるほど、大きな存在になって

．き た。だからこそ政府は、こ ういう手段を使ってコントロ ールしようとしているのである。

••••出世とお金にくらんだ科学者が、たわいもなくまき こ まれているの:1、何とも情けない、

としかいいようがない．0 . .  

｛ここまて●いた時、とうとうアメリカ軍がイラ・クヘ／攻めこんな必然的にテレビにく讐

つけとなり、原稿どころではなくなった。幻唸よ やは1)這かったようである ．

戦争は終I)、世界も日本も大きく変りつつある ． その？ちまた幻憑1こふ11って、続きを書

くことにしよう "r`..
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せま い 日 本 ゆ っ く り行・こ うぜ

椿 二十郎 こと 釣り師

大学を卒業した。人より1年よけいかかったが、思えば他人の1年分も、学校には行

ってなかったろう。もっとも、それだ からこそ、ょけいな1 年すごさざるをえなかったの

．．．だが．。今オレは、我が愛する超ウルトラ スーバー グ
・

レイトに、かっこいい「刃」とい

う古（いにしえ）のど重たいバイクに 、これでもか、これでもか、よくつめるな、こんな

に、と、バイクが悲鳴をあげそうなくらい荷をつみ、日本をのたのたと 周っている。ちょう

どいま、 1 か月がすぎた瞬間だっ・た。
， ：： ． 

九州を周り沖鳩へ行った。金があまりないから、すべてテントまたは野宿てすごした。

沖縄ではじめて、8本以外のものを知った。本島の半分はいまだ アメリカだった。国道ぞ

いにはてしなく、本当にはてしなく続く米軍基地、あちらこちらでジョギングする金髪、

ロックをガンガンにかけて＾イウエイをぶっとばすアルフアペットナンバーの車（沖縄て

米兵およびその家族の車は、たとえ日本で貫った車であろうと、ナンバーはYである。

沖縄Y 123 4てなぐあいてある。なせYであるか。AでもXでも何でも良いであろ

うと思う人もいるだ ろうが、やっばりヤンキーゆえY。これがイギリス基地であったら、ア

ングロサクソンのA、またはジエントルマンのお国がらJであるのかも知れん。沖縄人っ
• 9 

ヽ，てユーモアのセンスがおあり）、乱立する英籍のカンバン、冥つ～に、なんと～も、はや

～と、8本絹も英語調になってしまうのである。

沖縄では、ひめゆりの塔に行った。入り口がわからず（駐車場があらぬところにある）．

そこの記念館らしきところの窓から入ったら、おばさんにおこられた。何ても金がいるら

しい。「いや一、．どこから入る かわかんなくてなんぎ してたら、おぁつ らえむきにいいマ

ドがあったもんで」と説明すると、肩をたたかれ笑いとばされた。
．．

さて、金をはらい、中に入った ． いろいろな説明やら品物があったC奥でさきはどの

おバハン、何か一席ぷっている ． 「何、ナニ、なに」と近ずくとく周りは涙ウルウ·Jレのジ

・・ジババ． ．．何んだナンダと聞いているf 'と、なんとあのオパハン、ひめゆりの生き残n。せつ

せつと当時のごセを結している． ・2あ、何んともへ蒻るも．ずさまじき、＇オバハン1`•5サイ
•  
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った．あとあと考えると、よくぞ気のきいたものをかっばらったなと思うのであるiゴ・ミ
• ·· 

 

ばこからあさったダンポ ールやらピニ ールやらをからだにかけてねるが、寒さで何度も目

がさめる。いゃぢ、ても大の男4人がゴミかぷってねてる姿はそうかんだったね；あとで

島にわたったやつから話を聞いたが、オレたちは島中の話題だったそうておる。周囲30

キロもない島だ。うわさが広まるのも早いらしい。てもなせか4人とも東京モンになって

いたのはシンガイである。オレはドサンコだ。

さてはて、南にずっといると北が恋しくなるものだ。ああ旱くニジマスの顔が見Eぃ。

西別川よ～、と我らキャンバーの夜の話題は、もっばら北海道のことにしめられていた．．

8本の南のはしで、北のはしの話をす るのは ・かなかにおもしろい。いよっ、イキだね、

てなもんである。あー、旱く北海道1こいきて一、と思っても、フエリーがない．あるには

あるのだが、高い飛龍というフエI}•一しかない。安いぶりんせすおきなわ（すさまじいポ

ロぶね）をや はり待ってしまう（安いといっても 2000円とちがわん）。ても、あっと

いう間の 208 、今オレは九州をバスして、四国は四万十川にいる。｛会長は四十万町1こ

住んでいる。， 関係ないか｝ 九州も、、長崎や播岡など西には行っていないがく望蕊の想い

にかられ、またポリ公につか•まったこともあり（これはあせった。実に3,7キ0オーバー。

赤キップ、免停かと思ったが、、荷物に免じてハミダシ禁止てゆるしてくれた。ふく・めんの

おっさん、あり．がとう。ても 7000円はいたい）大またぎにバスで、オレが北海道がな

かったら一蓄好きな土佐にやってきた．

土佐はいいそー。宿毛というところでババアどもに食いもんをもらう．ぅれしいねえ

ー。四万十川ては、地元のネエチャンと一緒にはしる．この娘がヘルメットをとったとき

にゃ、ぷったまげたね。メチャンコかわいい。長年あちこちツー・リングしてきたが．これ

ほど幸せな思いをしたことはなかったね。ヘルメットの中て鼻の下がのびっばなし．：いや

ぁ～、土佐はええの一、土佐はいいせよ。二重まぶたのメチャンコかわいい、土佐の代表

ふ的臭人、松田英砂ちゃん。｛名前まで出してええのんか｝ 名前もいいねえー 、美しい砂

のごとし．ヽ｀し手の中にいれるとサラサラ指の間からこぼれていきそうだね｝うう～ん、い

けずう、北海道から手紙かくかんねえー。しっかり住所名前まておさえている．言いわけ

ではないが、オレが聞いたのてはない。むこうからおしえてくれたのだ．手紙かいてね、

といって．そうでなくてもこっちから閏いていたのは竃かだが、いや、こういうことがあ

ると、ついつい、綜っていいなあ一、などとあらぬことを患ってし2うのであったヽ＾ッ

ハッハッ．
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• おしまいにしようと思ったが、最後にもう一言．

•
いやあ、旅ってし＼し、なが (1Jo:J.J遠

三調（こ）・ザブロー．、巨人、 マメちゃん、ガンジ一、モンクさん、エ歴さん：、体青会系、み

な、北海道で会おう。

せま い 日本 ゆ っ く り行こ うせ （：その2)

メ シ に つ い て

椿 二 十 郎 • こと ・ 釣 り·師

今おまえにとっていちばんのぜいたくは何か 、といわれれば、オレ はそくざにこう答

える。 「肉を食うことだ」 自まんじゃないが、最近肉を食っていない。この1か月ちょ

いの間、肉を何度食うたかというと、実に 3回しかないのである。 1度はカレー、 2 度は

しょうが焼、 3度目は石垣島て仲間たちとコ ー セーに焼肉をしただけだ。・ （石垣島（こかぎ

らず沖縄は、肉がやたらに安い。牛肉のステ ーキ用のサーロインで、 グラム 250円ぐら

い。いちばん高いのはヤギ肉だ ． これだと グラム 300円である）で はふだんのクンパク

・は何かと問われると、急肉ソーセージ、さんまかばやき、
・

シ ー チキンなどである。ツ ー

リングライダーは、 バイクにはしかたなしにメシをたらふく食わすが、自分はあまりいい

ものを食わない。彼らは実にょく 1直段を見る。 「このシ ー チキンは1 0 0円だ。高い。や

はりシ ー チキンは国際なんとかの、あやしい 68 円のがいい」てなぐあいである。シ ー チ

キン、サンマかばやき、コンピーフなど、・100円を越えるものは決して買わないのだ。

当然オレもそうだが、となるといやおうなしに、安いときに買いだめに走る。よって、我

らキャンパーの荷物の大スペースが、食料庫についやされることになる。また、どうして

も安いかんづめが見つからない時は、魚肉ソ ーセージにすぺて をかける ． 我ら は実に魚肉

ソーセージをよく食う ． 「魚肉ソ ーセ ー ジよ、おまえにこの肉体の籍袴がかかっているの

だ、たのむぞ」と、魚肉ソーセージにしてみればえらい遠惑である ． そうこうしているう

ちに、魚肉ソーセージ
長

・グルメがてきあがる ．・「Oはだめだ。マルちゃんもいかん ． や は

りニッスイである」ちなみにこれはオレの意見だ． 中に は、②のテンカ物バリパリのくす
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りくさいの がたまらん、というようなやつもいる。

石垣島ては、外国モンのあやしいカンズメをよく見かけた。これが安い。ポーク．．ラ

ンチョン・ミートてなやつが、500グラム入って 1 5 0円ぐらいで買えてしまう。しカ�，

し500グラムは多すぎる。てなわけで、もったいないし、朝昼夜とそいつを食いつなぐ。
9 C : 0 • 

しかし石垣島はあつい。昼間は 30 C 近くまで気温が上る。夜も2 0 C 近くあろうか。

てなわけで、朝あけ たポーク・ランチョン・ミ ートは、 夜になるころには酢いにおいを発
べ． ·. .

しはじめる。しかし、食う。 「火を通せばいける」と。そのためよくゲリをした。キャン

バーは、自分の杯を1 8でものばすため、体にムチうつのである。

オレも、たまにはその土地の名物料理を食う。かつてオレの友である渡辺継と｛自
...’̀ .、

分はペンネームで、他人だけ本名を出すな！ ｝ 高知．＇こ行った時には、何と85 00 円も

するサウチ料理を食った。 （一番安いやつ、というのが悲しい。上は2万円まであった）
．

しかし、そこで大金をはらったショックであろうか、彼は足ずりみささで自爆した。 （ラ

イダーが自分のミスで、 1人さびしくこけることを、自爆というのであ?)マズシサは悲

しい。

オレは他に、礼文島でウニどんを食ったことがある。 1500 円からあったが、オレ

がたのんだのはデラックスジャンポウニドンという、 3500 円もするとてつもな いしろ
·、:. ;.. 

もんだ。何とゴハンよりウニが多い。名前はダテじゃなかった。図て説明するとこうだ。

著者原図

  • 9:   

ウニの 3段重ねだ。どうだ、恐れ入っただろう。今てもこ
●’ ふ’て：

の話をするとき、鼻がヒクヒク する。フエリ ー代合わせヤ

·1 万5千円だー！！二度と食うことはあるまい。また、根

室でカニも食った。マッ赤ッ赤の花咲ガニだ。ーバイ 1.0

00 円ナリ ． 今何でもカニ特攻船のとりしまりがきびしく

ーバイ 3000 円はするらしい。オレがエイヤッと 100

円さしだし、ゅてたての、おしるたっぶりの 、ましったりとして、それでいて、さわやかで

あたかも高原の そよ風か、てなぐあいの 、とにか く、どうまいカニを食っておると、そこ

にあらわれたるカラス、カニを一肇． 「コラーツ」とオバハンとび出すが、あわれ力ニの

腹！ミは大きな穴、ニ ーチャン、これ食っていいよと、 オレはカラスのおこぼれをちょうだ

いし、 カニだけて腹ーばいになって、非常にウレシイ患いをしたものてあった． カラスさ

ん（さんづけである）ありがとう ．

まだまだあるぞ ． 十勝ては 50 (lグラムのステー キを食った。ワインもガアノミ だ．

1109 _..
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．．：がオレのバイクは今ゃ 8 0 0 :::c まてポアアップされた超ウルトラスーバーグレイトに

．がっこいいスベシャルマシ...::. ンである。2 0 0 Km/h．ぐらい軽いのだ。オレは基本的に
·. ·· . . '

ゆっくり走る。ても、 バイクもオレも欲求不満となり、たまにゃぶっとばす。1で、そのと

き、どうしているわけ？あんたら。

だいたい日本の道もなってねえ。ほとんど4 0 Km/hか5 OK m /h。そんなに速

度を制隈しても、事故 は減らねえーてえーの。どのくらいが安全か、てめえーでわかるぜ。

速度は自らの町新てというような、大人の国になれんのかね。{�O蕨すぎの子供がたん

といるからなあ、大学に｝それに、 4 OKm制猥の道で4 OKmて走っている車なんていね

えーせ。｛それがいるんだなあ、金i尺に は。まった＜頭にくるせ·・・・言葉使いがうつって

・しまった！ ｝そんなことやってみろ、8本の道は大パニックtこ。それをわかっている＜せ

につかまえるんだよな、てめえーらは、ょぉ。あの、免許証出して、という時の、ついう

・れしさのあまり上ずりそうになる声を、むりにおさえていかめしい声を出す、あんただよ。

そんなひまがあったら、町のゴミを拾うとかしたほ・うが、よっぽとあんたらの大好きなお

国のためだ。また、あんたらのおかげて事故が増えてるというのを考えた•ことある？ テ

メーらに見はられたワケーもんは、しかたなしに山の中やテメーらの出ない夜中にぶっと

ばし、そんで事故が増えるんじゃ。2ったくなってねえせ。 （いつになく口調が感渭的な

のは、 38 前につかまっているからである） ｛・交通とりしまりが事故を生むというの は真

実である。私はかつて、はるかかなたの歩行者を妨害したというカドでとりしまられた。

深く反省して横断歩道でなるべくとまるようにしたら、2回も追突された． その1回など

「なんでこんなところでとまるのよっ！」と、追突 したほうから怒られた。どうしてくれ

る！ ｝ もし今、戟争中とかであったら、テメーらはスバイかちくり屋にてもなってるだ

ろうよ。 「あいつは赤です」とか言ってよ ． ただつかまえることにやっ気になっとらんで

少しは考えろ、このスヵクン、ハアハアハア。ま、あんたらだけが悪いんじゃねえ ． でも

上ずった声を無理におさえるのと、うれしそうな目はやめろよな。せめて泣いて鳥ショク

を切るといったような感じにしてくれ。そしたらオレも、ほんの、 ほんとに（えんの、少し

だけ納得してやる。

さてはて、この悪しきコト、何がいちばん悪いか。国だ。ずばり国でしょう。法治国

家だ。オレはアナーキズムに走るそ ． ソクラテスは悪法も法なす
～

といって死んちまったが

あんたは大バカだ． てなことするから、国と法はつけあがる． わかってんのかよ、墓の中

てあやまれ、てめえー． （スンマヘン ー ソクラテス｝また、国というわけのわからん
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をまっすぐあてると、彼の下にもう一匹のヒキガエルがいるのが見えた． なんと、破：工遂

にメスをつかまえる事に成功したのだ！

． 彼は、前足をメスの両；わきにざし入れ、・しっ”かりと抱きついて••いる。そのメスは、 彼

よりはるかに大きくよく太っていて、 マ ー クはついていなかった。まだ私が浦．えたことの
・

ないメスで、そのつややかな皮膚は．、彼女が若い個体であることを示している。•おそらく

初めて繁殖に参加したのだろう。彼の方はこの時すでに 7 歳、 1 0 年余りしか生きないヒ

キガエルとしては中年から老年のはじめ、ちょうど当時の私くらいの年齢であった。

7 歳で初めてメスを得た彼は、翌 1980 年の繁確にも元気な姿を見せていた。ただ
 

しこの年は残念ながらメスにめぐり会えなかったようである。そし
・

て、それが彼の姿を見

た最浸となった。 1980 年のうちに、彼は8歳でその生涯を閉
．

こたものと患われる。

私が、この本丸跡でつかまえマ ー クしたヒキガエルは、全部で 1526 匹におよんて
＾ 

いる。その中で、私がと＜ iご彼にこだわっているのには、わけがある。初めて出会った時

、 1 歳半にして彼は、左の後足が根元からない 3 本足のカエルだった。

その時払は、生存闘争の激しい生物の世界で、足を1本失なっ・たカエルが1年半もの間

よく生きのびてきたものだ、と感心した。同時に、．何とかもっと生きてほしいと願いなが

らも、専び出会う ことはあるまいと思ったことを憶えている。

ところが彼は、その後 7 年もの間元気に生きぬき、たった一度だったがメスを得るこ

とにも成功した。これは、私が調ぺた金沢城本丸跡の全ヒ井ガエルの中で、五本の指には

いるくらいのすばらしい生涯であった。その秘密は、本性怠惰なヒキガエルの中にありな

がら、 ほとんど毎夜のごとく餌を求めて活動する、例外的に動勉なカエルであったことに

あるらしい。私との、55回にもおよぷ再会数がそれを証明している。

、
: •

私 はもともと、動物の社会はすぺて色びしい生存闘争のもとにおかれ、ちょっとでも

おくれをとればたちまち洵汰されてしまうという説：こは、疑問をもっていた、はずであっ

た。しかし、知らず知らずのうちに私も、動物の世界を生存闘争的に見ていたようである。

きびしいはずのヒキガエル社会の中で、 3 本足のまま8年間も生きぬいた彼は、それ

ほど生存闘争のきびしくない社会もあるのだよと、 もう一度私に、身をもって教えてくれ

た。動物界にはたしかにきびしい社合もあるだろう。しかし、ヒキガエルのように、おお

らかな生活をいとなんでいるものも、現』こ存在しているのてある。

ではこれから、のんびりと優楕なヒ争ガエルの世界へ、 ご案内することにしよう。
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第 1 童 金沢城内のヒキガエル

（一）．．魚 か ら 蛙 ヘ

夏の夜

の対活

私が神戸市の項磨水族館（現・須磨海浜水族Ill)から金沢大学生物学科へやっ

てきたのは、20 年近く前、 1972年のことである。そのころ、私の研究室

にはほとんど連8 、何人かの学生がやってきて、すわりこんてしゃぺっていた。夜になっ．

ても彼らは帰ろうとしない。それて私も帰れない。学生は授業料を払い教官は給科をもら

っている、だから学生は教宮を使うのに遠慮することはない、という、学生にもらしては

ならない秘密の真理を、ついうっかり口走ってからというものは、教官てある私に対する

学生の想度がすっかり変ってしまった。使用者は労働者の労働条件を守る義務があり、も
a

ゃみに超過勒務をさせてはならないという、労働基準法も同E寺に教えておくぺきであった

、後て思ったが、も うおそい。

とはいえ、久しぶりの学生との対話は大変面白かった． 水族館の飼育係ズは、議讀の

相手がなかなか見つからない。魚はたくさんいるがものを言わないし、お客さんをつかま

えて議論をふっかけるわけ にもいかない。たまにつかまると、答えようのない難問を出さ

れて弱ってしまうことが多かった。仕方がないので、水族館や神戸市のえらい人を芦い負

かして喜んていたら、いつの間iこか仕事を干されてし2 った。

魚とくらべたら怒られそうだが、学生はものを言う ．
一人ならともかく、数人まとめ

て相手したら、相当手ごわい． 卒業以来議論1こ飢えていた私は、連 a 連夜学生相手のおし

ゃべりを楽しんでいた。なったばかりで、まだ教官としての自覚に欠けて ＇，、た私は、教官

．として言ってはいけないことまで口走るもの
・
だから、学生共は面白かったらしい。 そのか

わり、えらい先生には怒られることが多かった。 20年たった今は、大学教官としての自 ．．

覚もてき、威厳をもって学生に接している・....•と言っておかないと文部省にしかられる。

ある初夏の夜、学生たちは金沢大学のキャンバス、つまり18金沢城の中に住む、さま

ざまな野生の生き物の話をはじめた。理学部附属の糧物園になっている18本丸窃には、江

戸時代以来の老木が茂り、校舎の間の内堀や周辺の斜面にも、めったに人の入らぬ林があ

って、ここ金沢城内には、都市の中心部にあるとは患えないほど自然がよく残っている。

この年の 1 月はじめに私はここへきたのだが、着いたとたん、雷鳴とともに夕立のよ

うな雪が鯰り、とんてもない所へきてしまったと後憮した．
．ても、署になり、雷がとIt、

桜が咲くようになって、すっかり気罐がよくなった ． 当時私は域の中にある官舎に住んで
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このI:::."'"ガエルを調べることになりそうな予感が・した．

彼らは、私が学生とかわ
、

す大きな声にも、学生の活気のある足音にも、ヘッドランプ

の強力な直射にも、 一向に逃げようとしない。せいせい上げていた頭を下げて地面にはい

つくばる程度である。つかまえるのは、落ちている石を拾うよりやさしい。私がこれまで-·�

相手にしてきた海の魚は、タッノオトシコを餘けば、ちっとやそっとでつかまるような生

き物ではなかった。何しろ相手はもともとホ中に住む動物である。スキュ ー バを背負って

武装していても、陸生動物が追いつける相手ではない。．同じ動物なのにこんなのんびりし

たものもいるのかと、私は心から感心した。

ヒキガエルは皮膚に強力な壽液をしのばせていて、好んで食ぺる動物は少ないらしい。＿

また、その色と慎憬は枯葉におおわれた地面そっく～りで、保穫色になっているといわれて

いる。しかし私が見たところ、その姿は丸見えてあった。何の役にも立たない保穫色を全

面的に信頼しているところなど、相当おおらかな生き物にちがいない。

年齢をとって、すばしこい魚相手の研究に少々疲れてきていた私の目に、こののんび

りしたヒキガエルははなはだ魅力的であった。その上、彼らは私の住む城内宿舎と同じと

いってよい場所におり、しかも夜しか現われない...•·もっとも、これらの条件が当時の私（こ

とってなせ必妻だったのかは、少しばかり説明がいる．

学 園

闘 争

今は蓄の物籍りとなってしまったが、； 1960 年代の後半、全国の大学で学

生たちが叛乱を起こし、・大学と大学教官を追いつめヤいったことがある。私
• -,.. 

はそのころ水族鱈で魚に鱈をやっていたから、・直接体験したわけではない．

しかし、こんなに激しくはなかったが、私も少しは学生運動にかかわったこともあり、他

人事とは患えず、大学にいた友人たちとも連絡し合って、いろいろと話は聞いていた ．
9

このいわゆる全国学園闘●は、学生たちが投げかけた問題を大学が何一つ解決てきな ：

いうちに、権力によって圧しつぶされることになる。私が金沢大学へやってきた ·197 2·

年には、ほぼすぺての大学で学生の叛乱は終息していた。金沢大学ても、 一時封鎮されて

いた教養部も平常にもどり、学生のマイクが大きな音て、もうひとつよくわからぬ論理を

主張している以外、学内はおおむね静けさをとりもどしていた ．

と．ころが、こともあろうに、私が着任した壇学部生物学科の宅生と院生だ 11が、しつ

こく運動を続けていたのである ． とい’っでも、ヘルメットもゲバ棒もなふ、大変静かな運

動てあった ． 彼らはただ、教室の管理運営を決める教室会議ーー教官全員冷屯”『-­

を、毒回おとなしく傍聰していただけである． 時には笑氏たまにはヤジもとばしたが．．
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これだけなら別に困ることはない。困る�1;1:、教室会攘てちょっとでも変な発言をし

たりヽ少々ごまかしてものごとを決めたりすると、すぐさま「質問状」をもって学生が現

われることである。その場合たいてい、学生の言う：ことの方が筋が通っているので、始末

が悪い。

争われていた中心的な問題のひとつは、学生や院生が研究する場合、

だれがそのテーマを決めるか、ということであった。自分の研究は自

分て考えて自分でするものだと、学生の.:;.ろから思いこんでいた私は

こんなことが問題になっていること自体、不思譲であった。教授が学生にテーマを与えて

自分の研究は

自分でする

やらせた研究など、実習と同じ・て研究とはいえない。·いつまでもそ・んなことを続けていた

ら、自分て考え工夫する能力など育つはずがない。第ー、ちっとも面白くないだろう。

ところが、水族館から大学へきてみて、私は、学生にテーマの自由、研究の自由を

与えてはならない理由を、初め··.ヤ実感したのである。

ホ族館にいた時、私は沢山論文を書いて、大学に残っていた友人たちを感心させた。

研究条件の悪いところてよく頑張っている、というわけである。ホ族館には図書もなけれ

ば研究費も出ない。学会へ出席しようと思ったら、休暇をとって私費て行かねばならぬ。

もちろん、討論の相手も指導してくれる先生もいない。その上、えらい人はいつも、「こ

こはもうける所だから、研究などもってのほか」という。＇これらはみんな事実だが、少々

おひれをつけて言いふらすものだから、さらに感心してくれる。

とはいえ、なるべくかくしておしゾたこともある。多員磨ホ族館1ュ 1957年に、総工費

1 億2 干万円で建てられた。年間経費は5干万円である。 10数人の飼育員ー一私もそ必... •.. 

の 1 人だったが 一ー が、大小とりませ 100以上の水槽に、世界中から集めた 400種

4~5000尾もの魚を入れ、毎日餌をやって飼育している。仕事の合い間にこれらの魚

をながめていると、魚の行動につV、ヽての資料はいくらでも集まる。 「研究費」と称するも

のはたしかにない。しかし、このホ族館を私のための研究施殷と患いさえすれば、違殷費

1億2千万円、年間経賣5千万円はすべて、私の「研究費」となってしまう。ホ族館でサ

ルの研究をしようと思ったらこうはいかないが、魚の研究ならいくらでもできるのてある；

.'J.ところが、大学へくるとそうはいかなくなる。魚の行動を調ぺたいと思っても、小さ ・

なテーブルクンク 2 つ 3つ並ぺ、メダカか熱帯魚を鰐うくらいが関の山だろう。その上、

自分で水こ換え、自分で“もやらなければならない．少しはやってみようとテ ー ブルタン

クを瞑入したが、水族館でのあまりにも恵まれた条件に慣れすぎていた私は、早々にあき

1 1 1 8 
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．

：：：ろごろいるヒ・キガエルを見た時、これなら何とか調ぺられそうだと患ったのであった。

教室会

謙解散

しかし、夜の 2~3 時間もとれな．いような状況が、その後もずっと続いた。

私が、それまての教官方とちょっとちがう妙な蟻鯰を展開するものだから、

入れかわりたちかわり学生どもが私の部屋にやってくるのである。やって来·

方を観察していると、学生にも8周期活動の、クイプがあることがわかった。私が出勤する

前に部屋へはいりこんでいる朝型もいれば、午後 になって出てくる昼型もいる。いちばん

困ったのは、夕方に生き生きしてくる夜型てある。彼らは3部交代制でくるが私は1人動

務だから、．いくら議論好きの私でも身がもたない。まして研究に出かける余力も時間もな

かった。

そうこうしているうちに 1 年が経ち、 1973 年になった。そしてこの年の 5 月、あ

まりにしつこく追及してくる学生に音を上げた教授は、遂に教室会議を解散し、今後教室

の管理運営は教授が独裁て行なうと宣言してしまったのである。

学生・院生は、当然のことながらいきり立ち、連8のように団交を開いて教授を追及

した。私たち教授以外の教官、つまり助教授・講師・助手・教務助手は、それまで教室会

議の 一員として一応管理者側に属していたのだが、一瞬にして被管理者側に転落してしま

い、やもなく「非教授会」という変な名前の組織をつく ・て、学生とは別に、教授会と対決

状態に入らざるをえなかった。そして、今811教授を追及していたかと思うと明日は学生

に追及されるといった、ややこしくて忙しい毎日をおくることになってしまった。

でも、ひとつよいことがあった。私の部震に学生が来なくなったのである。運動に忙

しくなったこともあるが、それよりも
，
、今は教授追及の姿勢を見せているが非教授

．

といえ

ども文部省から給料をもらっている教官、うかつには信用できない、と考えたのだろう。

この学生の不信感は正しく、少し後に非教授会は教授と．妥協をはかって、学生に打倒

されるハメに活ち入ったの． ．である。
,

それはともかく．として、教室会議が解散されたおかげて、昼間は相変らず忙しかった

が、夜は少しひまになった。．ヒ弁＃エルを調べる条件がととのったわけである。

領康保持

と保険

もっとも、条件がととのったからといって、すへぐに研究をはじめなければ

ならぬことはない。当時 の生物学科はほぼ全面的に研究はストッブしてい

たし、私はもともとそれほど「業務」に熱心な方ではなぃ．手ムが少々無理

をし...,てヒキガエルを調ぺはじめた理由のひとつは．ヽ ．何か自然の生き物9
・

！ご直接ふれてみたい

という気が強くなったことにある。ずっと生物学をやってきてこんなことをいうのは気が
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次に、緯文を増殖さ・せる手品がある。 それがアケポノチョウチョウウォてみつかった

行動なら、 フウライチョウチョウウォて調べてみる。近緑の種ならたいてい同じようなこ

とをやっているから、みつかる可能性は高い。 チョウチョウウオの仲間は1 0 Oflもいる

から、名前と数字を入れかえるだけでどんどん論文の数を増やせる。もし、 その行動をし

ないチョウチョウウオがみつかったら、また何か理屈をつけで論文にすればよい。

これほどひどくはないけれど、まあ似たようなやり方で、私は際限のない論文生産に

突入した。1年に6つも書いたこともある。私が学界に提供した「新知見」は、 だから、

相当な量になるのだが、その「価値」については証言を拒否しておこう。

こうしたことを続けると、たえず論文を書いていないと精神不安定におち入る。 論文

書きを中断すると禁断症状が起こるのである。これを「論文中毒」略して「論中」という

と、大学へきてからある同憬の先生に教えてもらった。もっとも、その先生は明らかに「

冗談中壽」の症状を呈しているから、あまり信用はできない。

当時、 金沢大学理学部切っての有名教授であったある先生は、常々学生に、 「君たち

は、まず研究して、それから綸文を書く、と思っているだろう。．それては大物になれない

ょ。研究する前に論文はできていなきゃいけない」とさとされていたそうである。手ムには

大物になれる素質があったのだ！

それがなせ大物になれなかったのか？ ある8、ふJ:.我にかえってしまったからであ

る。研究する前に結果がわかっているようなことを研究して、何の意味？．ウあるのだろうか

？・

不患議なことがあって、どうしてだろうかと疑問をもつことから研究がはじまる、と

されている． そこていろいろ調ぺていくことになるが、 自然はなかなかその秘密を公開し

てくれない。調べ方を工夫し、あれこれ考える。 ひとつわかると、わからないことがさら

に 3 つくらい増え、研究は永久に終らない。終る2で待っているとい？まてたっても何も

書 けないから、逼当なところで、わからないことはわ力‘らないとして、論文にまとめる。

これが本来の研究てあり論文であろう。

ちょっと一言注意しておこう。この方法では1年や2年て＂論文は書けなし
・
ヽ。論文がな

ければ大学や研究所では研究者として雇わないことになっ． ．ている。だから、どうし・てもプ

..0の研究看になりたい人は、すぐ論文になるようなテーマ、．つまり結果がわかっているテ

ーマを教授からもらい、 ・1 年に2 つか 3 つ綸文乏発表し続けなければならない。これを 2

~3年続ければ論文中壽となり、量潅体制が確立する。こん
占
な人が増えると世界の森林の

,.
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． ． ふャ ・・� ．： ・．． ．

乱伐が進むのて、あ2りおす ．すめ したくはないのだが、私も人一倍、といいた�?、と ．ころだ ．． 

が、人十億くらいバルプを消費しているので、えらそうなことは言えない。

． ： ・プロにならなくてもよいが研究者になりたいという人は、発表 のことなど考．えず、自

分のやり方て、わからないことがわかるまで調ぺればよい。私自身の経験から言うと：綸

文つくりの研究は論文ができるだけだが｝発表を考えずわかるまで調べたことは、．論文に

はならなくとも、自分自身の中に大きな財産として残るものである。

・ペ
’ンギン'

の鼈婚率

4 論文中壽から覚めて研究意欲を失なったころ、一言多い悪癖のもくいが あ

らわれて、私はホ族館で仕事を干されてしまった。仕事もなく研究もでき

なくなって、ヒマをもて余すようになったわけである。こういう時は勉強

するに隈る。私は読みたくても読めなかった本をいくつか、この磯会に紐むことにしたo

ミその中に「リウイング・バード・オブ・ジ・ワールド（世界の現生の鳥）」という本が

あった。水族館にいてなせ鳥なのかと閏かれたら困るが、鳥に、も水鳥なるものがいる。そ

のうちペンギンを飼えと言われるかも知れないてはないか． ．

そのペンギンの研究の話が、この本に載つ ・ていた。ニュ ー ジ ー ランド南端に住むグラ

リッチデ':-ルという学者の話であ，る。彼は、オス88羽、メスントペンギンを研究した、

96 羽に標繊をつけ、 1 0年間に，937 回も調査し、個体別の資料を山ほど集めた。こう

してグラントペンギンの生惹はあこすとこるなく明らりヽになったのだが
，

私が いちばん感

心したのは、人間司憬一生一夫一婦の結婚生活をお ．くるこのペンギ．ンも、時には疇嬌する

ことが•あること、そしてその議嬌率が 1 8 ％てあることまで確かめていた点である。

ペンギンの蘊婚率がわかったところで何ということもないのだが、真の研究とはこ．．：う

でなければならぬと、論文中毒からぬけ出したばかりの私は、大いに感激した。 ・リッチデ

ールはきっと、 ペンギンの「気持」がわかるようになったにちがいない。どうせやるなら．

ここまてやらねばならぬ。

ヒキガエ

ルの気持

ヒキガエルの研究をはじめる時、その動機は鑓濠と保険という不純なもJ,?

てあったにもかかわらず｀いや、そうだったからかも知れないが、そのや

り方は断固リッチ〒 ールに誓おうと決めた。少な ，くとも 1 0 年はかけ、ヒ

キガエルのすべてを 調ぺ、•その気持を理解て色るようになるまて研究を紐けよう．と思った
, ·

のである．
一 夫一婦制てはないヒキガエルの鼈婚率は計算てきそうになと‘が.•.. •. : Cへ ． ‘ ゞビ・． I

この場合、魚からカエルに対象を変えたことは、かえっ～て都合がよい。ししく．ら勉強ぎ． ．•.＇ 9 < ‘ . ．．．． ．， ヽ ・ "J . 

らいの私ても、 20 年も研究してきた魚については、相当沢山のことを知っている。魚を
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相手にするとその「学繊」がじゃ3をして初心‘にもどれそうにない。しかし、何も知らな

い カエル相手なぶその道の専門家にほ常謙とな:.::, :(いるようなことでも、新鮮な興味を・

もって調ぺることができるにちが心なも；そうする全めには、•あらかじめカエルの総文を

読まなし、方がよい。もっともこれは、書くのは好きだが続むのは嫌いな私の自己弁11でも

ある。 ．：．．

それてはしかし、すでに発表されていることのくり返しとなって論文とはならず、鑓

康にはよくても保険には役立たないのしてはないかと、心配して下さる人もいるかも知れな

い。ても、そのあたりの
J

.、ことは充分心得ている。そのころ、8本のヒキガエルについては

ほとんど研究されておらず、何年生きるかといったことさえわかっ；ていないことくらいは

知っていた。欧米人は．、・日本人とちがって、ヘピやカエルに偏見はなく、よく研究し論文

も沢山あるが、そこは万国共通の数学や理論物理学とちがって、生物学には地域注．という

ものがある。ヨ ー ロッパヒキガエルについで開べられたことでも、ニホンヒ屯ガ毛Iv,·�てわ

かれば・「新知見
＇

」・なのである。,:I;かりにだれかがニホンヒキガエルについて醜ぺていても．、

金沢城本丸跡のヒキガエルに関しては、私が初めて研究することにまちがいはない。保．．

険の役くらいには立ちそうてある。私の調査は9年目て挫折した。後て述ぺるが、＊丸跡

のヒ知ガエルが絶滅してしまったからである。調査回数は399回て、リッチデール"l 9. 

73回にはばるかに及ばない。てもリッチデールは、連8のように続く．教室会議や学生の

追及などを経験していなかっただろう。もっとも、私の調査は、その忙しかった最初の3

年間くらいに集中していて、・ヒマになった後半はとみに少なくなっている。闘争していた

学生が卒業していき、教室が静かになるにつれて、． 私の研究意欲もおとろえたことを実証

するデークであり、できればかくしておきたいのだが。

調査のおわり、いよいよ論文にまとめるべく資料を整理した。資料の多くが無駄（こな

る：：とを覚悟していたにもかかわらず、ほとんどすぺでの資料がうまく論文にまとまるよ

うとられていたことを発見して、我ながらあきれてしまった。無駄を承知て何でも詞べて

やろうという初心にウソほなかった。しかし、無意謙的に論文に土とまるような詞査をし

ていたらしい。そのころ読んだダーウインの「自伝」 （八杉瞑ー・江上生子訳、筑磨書房）

の中に、こんなー文を見つけて苔笑したー 「私の心はどうやら、膨大な事実のなかから 一

般法則をひき出す一糧め機械9こなってしまったらしい」·'。私もまた、論文製作機掠になっ

てしまったようである� :~ ::,

ところで、ヒキガエルの気持はわかったのだろうか？
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金沢城全体の中には、ほか1こもヒキガエ
・
ルが繁殖する池がある。太平洋戟争中に軍が

つくったすり鉢状．の防火用ホ池が 2 つ、大学がつく
・

った大型の防火用ホ池が 1 つ、それに

屡外のコンクリート製ホ槽のまわりの側溝のような所まで、ヒキガエルは卵を生みにくる。

これは城内 とはいえないが、かつての外堀の一部を残した大きな大手堀を合わせて、金沢

城には当時、 6 つの 繁殖池があった。

あ．て調ぺてわかったことだが、ヒキガェルはそれぞれ、自分が繁殖にいく池を、時

には浮気するものはいるが、，だいたい決めている。だから城内には、それぞれの池に集ま

る 6 つの ヒキガエル集団が生息していたことになる。

もちろん、これらの 6 っの池、6 つの集団のすぺてを 調べるのが望ましいことはわか

っている。ても、それては調査範囲が城内全域に広がり、すでに 40 殿を越えて相当くた

びれてきている私の、手に負えるはずはない。生き物の野外調査は、 たいてい欲張りすぎ

て失敗する。私は調査を本丸跡、現植物面に限定することにした。

標臓再

捕1璽法

調査地が決まれば、次はどんな方法て綱べるかを決めねばならぬ。てもこれ

は、 ヒキガエルと出合った時にすでに決めてし、た。．

魚を研究していた時、いちばんやりたくててきなかったことは、 1 匹 1
・
匹に

標識をつけて、個体別にその行動を追っかけ る、 とい う調査であった。ある岩陰にいつも

同じ種の同じ大きさの魚がいたとしても、：それが同じ個体てあるかどうかはわからない。

私の 見ていないすきに 、さっと入れかわって何食わぬ顔をしているかも知れないてはない

か．

実は 1 度だけ、海で急を播まえ 、標繊して放したことがある． ニザダイという魚の、

1 0 センチ足らずの幼魚を、潜って網で捕り、尾びれを一部切りとってまた海へ帰した
，

あくる8 見つかったのは、放し・た 1 0尾中 4尾、 28 目にやっと 1尾見つけたが、 38 目

には全員どこかへ行ってしまったミ魚は捕まえにくく、 そして海は広い。

その点ヒキガエルは理想的である。つかまえるのは拾うだけてよく、 どう膏え ても本

丸の外まて遠足に出かけそうにない。毎晩出かけていってごろごろいる彼らに片端から標

識をつけていけば、遺からず本丸にすむ全ヒキガエルは私の管理下におかれることになる

にち がいない。そうなれば、嫌いな算術を使わなくても何匹いるかもわかる
・
し、動、

、き方ヽ

住み方、成長の仕方、 何年生きるかといったこともわかる。もっとも、 もしヒ．キガエルが

1 0 0 年も生きる生き物だったら、賽命の調査は大変となる。ツルやカメは相手にしない

方がよい．

＊丸躊はおよそ 5 万平方メートル、このく，らいだったら全培調べても大したことはあ
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指ヵソ心と考えればよい。その代わりというわけではないが、ヒキガエルの 後足の小指の ．` · • :.、.

とな；I)に大きなイポがついでいて、これを指に見立てると「四六のガマ」ということにな

る。これらの指（こ、体に近い方から1 • 2.· 3 • _4 • Sと番号をつける。そして、左前足

・右前足・左後足・右後足の順に、切った指の番号を並ぺると、4けたの数字ができる。

こ れを個々の．カエルの個体番号 、つまり名前にす・るのである。

1973 年夏に調査をはじめた時、 1 1 1 1 から順に見つけた すぺてのヒキガエルの

指を切っていった。番号が 1 1 • ·、 1 2 • ·と進み、 1 3 台になったころ、あるヒキガ

エルを手にとり、型通り左前足 1 、右前足 3と切って、左後足をさぐった ところ 、それが

根元からない:ことに気がついてびっ くりした。これが序章で書いた左後足のないカエルと

の出合いてあった。私は、足が 1 本ない という、こんな大きい特徴があるのなら、指など

切るのてはなかっ・・た、と後慣した。そして、せめてもの申し訳で、右後足の指は切らずに

おいた。だ¢gらこのカエルの個体番号は1 3 X 0となる。

もっとも、後て、やはり切っておいてよかった、と思った。左後足の
・
ないヵェルがも

う 1 匹 いたのである。切っていなかったら両者がごっちゃになってしまったにちがいない。

「一寸先は闇Jというのは、人生のみならず研究においても真てある。全く何が起こるか

わかったものではない。

各足から 1 本づつ指を切ると、 1 1 1 1から4455まで、 400 匹のカェルを識別

できることになる。大 して広くもない本丸跡のことだたら、これて充分足りるだろ；•うと思

っていたのだが、． 夏にはじめて秋に旱くも使い果してしまった。予想以上にヒキガエルは

沢山いるらしい。それて、指を切らない足を1本つくった（Oで表示）
，

が、それでも足り

ず 、それ以後のカエルは 1本の足から2本の指を切り取られるという気の壽なこととなっ・

た (1/2とか3/4とか表示）。 9 年間の総標識数は 1526 匹になる。本丸以外でも

少し調べてい るので 、私が指を切ったヒキガエルは 2000匹を越える。・

・指を切るには丈夫な解剖用のはさみを使った。カエルの指には細いながら骨はある。

はさみはだんだん切れなくなり、途に3T使いつぷした。2000 匹から平均4本切るの

だからそれだけて 8000本、再生して切り足 した数を加えると 1万本以上となろう。

生き物をながめて楽しんでいるうちはのどかだが、研究となるととたんに残虐となる。

そしで、研究に ，［人頷を救う」なとという大義名分がつくと、．残虐性に菌止めがきかなく

なる。太乎洋戟争中、旧溝州で行なわれた石井部知の人体寒験にも 、 「大日本帝国を救刃

と!,,�.う大義名分がついていた．私の研究はどう．ひいき目に考えても、国民の役には立ちそ
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うにない ．．高校の先生になっているある卒震生と
・

話していて、 「小学生から、ヒキガエル

は何年くらい生きるんてすか、と聞かれて、1 2....::3 年は生きるよ、と答えられるように

なったのが、唯一の成果かな」と言→たら、 「そんなこと調べるから、小学生が憶えんな
 

らんことがまた 1 つふえる」と怒られた。それて、あまり大きな顔はできないから、深夜

秘かに、人にかくれて調査した。ヒキガ土ルが夜しか出てこなかったからてはあるが。•ま

た、残虐性は指切りだけにとどめ、殺して胃袋を開け食性を調ぺるなどということもしな

かった。これも、胃袋を開けたら嫌いな毘虫が出てくるからだ→たが＾

｛邸本番号の

統みちがえ

ある夜の調査の終りごろ、本丸の出□あたりで見つけたカエルの個体番

号を読みとった時、ふと気になってこの夜のそれまでの調査記録を調ペ

たところ、全く同じ番号のカエルを調査のはじめ、本丸入□付近で記録

していたことがあった。両地点間の距離は 100メートルもある．ヒキガエルが私を追い

越して先回りしていたとは、まさか考えられない。繁殖の時、昨夜のオスが今夜はメスに

なって現われたこともある。ヒキガエルではごく希に、オスからメスヘの性転換があるら

しいが、昨8の今日ては性転換のせいにするわけにもいかない；

雨の夜、うす暗いヘッドランプの灯りをたよりに何十匹ものカエルの指の 切れ方を読

んていて、間違えない方がおかしいだろう。次第に老瞑が進み、同時に乱視もひどくなっ

てきていた私の場合はなおさらである。しかし、個体臓別して個体ごとに資科を集めてい

＜訊査では、繊別間違いは致命的である。
  

私は、上述のケースのように、明らかに書号を読み這えた場合を集ttしてみた。それ

は、再捕した総数4906回中たった·2 0 回 (O. 4%)であった。ただ
‘

じ、これは気休

めにしかならない。間違いに気がついたのがこれだけあるのだから、気がつかなかったケ

ースはもっと多いはずである。しかもその率さえわからない。

ヒキガエルはだいたい決2った場所で見つかる。ところが時たま、とんでもない醸れ

た場所から見つかることがある。もし、書号の読み違えなど絶対にしないという自信があ

れば、そのカエルが移動したと言い切ることができるのだが、そんな自信は絶対にない。

といって、そういう場合をすぺて読み違えとして捨ててしまったら、ヒキガエルは必ずい

つも同じ場所に住むという結論しか出てこない。

このような峙は、そのカエルが次にどこに現わねるかを待っ以外に道はない．胃び元
l S 

の場所で見つかれば読み這えだった可能性が高く、刀社住先てその後何度も見つかれば、や

i:り実際に移動したことiこなら ． ：たた(,\次に見つ；、る£で 1 年かかるが2 年かかるかわ
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からないのが野主動物洞査の宿命だから、 1 年に2 つも 3つも論文をつくり：たい人には、

このやり方はおすすめしない。、蛮勇をふるって都合の悪いデークは、切っ．．．て捨てなければ

ならない。

蛙体長自動

測定装置 ・

なかには変態してから死ぬまで大きさの変らない毘虫みたいなものもい

るが、生き物は本来だんだん成長し大きくなっていくものである。だか

らその大きさを測っておくことが大切となる。

大きさを測る場合、ふつう体長と体重の 2 つの方法がある。私ははじめから、体重測定は

あきらめた。重い体重計など持って、雨の夜の本丸跡をうろうろするなど、考えただけて

ぞっとしたからである。とい9て、カエルの場合、体長を正確に測ることは案外難しい。

人間とちがってカエルの背骨は伸び縮みするから、測り方によって相当な誤差を生ずるお

それがある。 • ·-·又．

いろいろ考えて、できるだけ自動的に体長を測る装置をつくっ↑；。といつ ＇．でも簡単な：

ものて、プラスチックの直定規の0 点に合わせ．．て、；一辺3 センチほどの四角·い木切れをと

りつけただけのものである。ヵエル を左手にのせ、右手て腰に木片．をあてがい、 ．． 定規て背

中をおさえると、鼻先の目盛りがそのままカエルの体長となる。使ってみると、；操作はき

わめて簡単て、時間もかからなかった。ただし、カエルがあばれると測りにくい。あばれ

るカエルのなだめ方も心得なければならない。これに、 「蛙体長自動測定装置」．という大

げさな名前をつけて、学生に自慢したのだが、fこれも感
｀

心してくれなかった。

ずっとのちのことだが、ヒキガエルの・成長を個体別にまとめていた時、時々だんだん

小さくなるカエルが出てきて困ったことがある。体長測定にどのくらい該差があるのかた

しかめておかねばならないというわけ で、次のような計算をした。

ヒキガエルの繁殖は108 間ほど続く。その間オスは毎夜のごとく·現われてメスを待．,:•

ち、私も また毎夜のごとく出動してオスをつかまえ計測する。この闇彼らは餌をとること

はなく、したがって成長するはずはない。そこで、同一繁殖期に 2 回以上つかまえたオス

の・体長記録をくらべてみた。すると、 1 46 匹中 80 劣は、訊差が 5 ミリ以内におさまっ

た。 6 ミリまて入れると 90％となる。繁殖オスの体長を 100 ミリとすれば、訊差は 5

～6 ％と.I,・：．うことになる。｀別の方法で子ガエルの訊差を計算すると、体長 70 ミ•リに対し

て 2 ミリ前後、 3 彩くらいであることがわかった。訊差はないに越したことはないが、野

外調査ではやむをえない。成長に関してあまり精密なことを言わなければ、何とか我慢の

てきる数字て、安心した．もっとも、13 ミI)もちがった-<I)が1例、••11 ミリちがいが2
• .  
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例あった。おそらく体長計のセンチ目盛りを1つ読みちがえたのだろうと思うが、こんな
•• -·. .. ; ..... ·

大きな誤差もあるということになる。
花： • •' .· 

8本に住む

ヒキガエル

ヒキガエルはブフォ属という世界に 200積もいる大きなグルーブに属

している。英籍ではトゥドというが、この言葉はヒキガエル属のみなら

ず、皮膚がざら ざらしていてのそのそ歩くカエルを指すらしい。トノサ

マガエ ルやアマガエルなど、皮膚がすべすぺしていてびょんびょん跳ぷカエルがフロッグ

である。

カエルの仲間（両生綱・無尾目）は全部て 2500積もいるが、その大半は熱帯から

亜熱帯にかけて分布しており、日本には 30種くらいしかいない。ヒキガエルは 2種いる

と されている。ひとつは、山地に住むナガレヒキガエル(Bufo torrent1cola)であり、

ごく最近に発見されたものてある。別に流れ者のヒキガエルというわけてはなく、そのオ

クマジャクシが池ではなく流れている山間の濯流で育つからである。

もうひとつが、古来からガマの名で親まれてきたふつうのヒキガエルである。最近ま

て、ヨーロッパに広く分布しているヒキガエル(Suto bufo)と同じ種だとされていたが、

現在は8本特産のヒキガエル(Buto japon1cus)として独立した。ただし、地方によって

変異があり、4つの亜種に分けられている。滋賀県を境にして、本州の東北部にいるのが

アズマヒキガエル、西南部にいるのがニホンヒキガエルである。他の 2亜種は蜃久島と宮
.

古島にいて、それぞれヤクシマヒキガエル 、ミヤコヒキガエルと呼ばれている．

ところで、金沢市は分布からいえばアズマヒキガエルの勢力圏であり、事実周辺の野

山にはアズマヒキガエルが生息している。しかるに、私が調査した金沢城本丸跡のI::.キガ

エルを、カエルの分類学の権威、松井正文氏（京都大学教養部）に調ぺてもらったところ
:· 

西南8本（こいるはずのニホンヒキガエルであることがわかった。ここだけなせこんな奇妙

な分布になっているの かよくわからない。かつて金沢城に隣接して18制第4高等学校があ

った。そこて実験や冥誓に使われていたニホンヒキガエルが逃げ出し、城内に住みついた

のではないかというのが、唯一考えられることである。しかし、古くからおられる教官や

技官の方に閏いて•みても、真相は途に明らかにならなかった。
 

気温と

隣 雨

動物の野外調査をする場合、どうしても必妻なもの4こ、天候や気温．ゃ降雨と. 

いった無機的な環境条件の測定がある。．常に温度計を持っていて、・適当に測

っておけばそれてよいのだが、生き物力好き1 な生態学者はたいてい 、生き惣．
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斬閲 記 事 か ら — -

ふたたび 「割りばし論争」

数年前、晨林官僚と割りばし製造業者の「論争」を、この瀾てとりあげたことがある。 （本

誌 1 8 号）林野庁林産課長三沢氏が、 「割りばしは資源浪費ではない 一 木っ灌を生かし

た大事な林産品」と題する一文を朝日新聞1こ投稿した 3 それに対して 、倉敷で割りばしを つ

くっている ある業者が、 「高級割りばしは吉野杉の上等を使い、．ふつうの割・つばしも直径 2

5 センヂ以上の松材や輸入物のシラカバを伎っている」と否定したのである.. 

最近、といっても咋年のことだが、また朝日新聞に記事がひとつ出た .. ．．．―（次ベージ参照）．

この数年のうちに、割りばし業者は林野庁の姿勢に歩みよったらしい。い つの間にか割りば

しは、残材で つくられることになってしまったようである。割うばし反対の市弐グルーブも

その「事実」は認めており、そこで攻繋は、 「モノを使い捨てる8本人の誓慣をヽ割りばし

を通じて見直そうというのが、運動の趣旨だ」となる。

これほど非論理的な主張もあまりない。かつての 8本人は、世界て1、2を争うほどモ

ノを大切にした.. 使い捨ての習慣はここ 20 年くら'‘‘ の間に獲得したものである。そしてそ

れは、つくらねばならず、つくれば売らねばならぬ資本主義社会の妻請がそうしたのであっ

て、8本人が急にその本性を変えたわけてはない。したがって、割りばしを使わねようにし

たところで、使い捨ての習慣がなくなるはずはない．資源浪費を心配しながら製造している

零細て良心的な業者がつぶれるだけの話である�.・

使い捨て批判をするのなら、もっと大きく蓋力なところ 、たとえば 自動車会社など相手

にすればよいと患うが、どうか。8本の自動車人01;t"いまや割りばし人口iこ匹敵する。自勁

軍の 9 割は、どうしても必妻なものとは患えない。必喜な事も、もっと大事に使えば 1 0年

ても20 年でももつはずてある。自動車の便い捨てをやめ•させたら、それこそ「日本人の習

慣」改革がてきよう。自動車会社がつぶれたら、連領反応で日本の経済が崩壌するからであ

る。そうなれば、再びモノを大切にする好ましい「8本人の菫漬」がよみがえってくるにち

がいない． 「吉野杉の上等」でつくった割りばしを、1年でも2年でも使えばよいのである。
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